
国立大学法人高知大学特任職員給与規則 

平成20年６月２日 

規 則 第 1 5 号 

最終改正 令和６年 12 月 13 日規則第 46号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、国立大学法人高知大学特任職員就業規則（以下「特任職員就業規則」

という。）第７条の規定に基づき、国立大学法人高知大学の特任職員の給与に関し、必要

な事項を定める。 

（法令との関係） 

第２条 特任職員の給与に関して、この規則の定めのない事項については、労働基準法（昭

和 22 年法律第 49号）その他法令の定めるところによる。 

（給与の種類） 

第３条 特任職員就業規則第５条に規定する常勤特任職員（以下「常勤特任職員」という。）

の給与は、本給及び諸手当とし、次の各号に定めるところによる。 

(1) 本給は、特任職員就業規則第３条に規定する職名に応じて別表１－１から別表１

－12 までに定めるところによる。 

(2) 諸手当は、初任給調整手当、住居手当、通勤手当、特殊勤務手当、診療貢献手当、

共同研究業績手当、研究代表者等特別手当、クロスアポイントメント手当、幼児教育・

看護業務等手当、超過勤務手当、休日給、夜勤手当及び宿日直手当とする。ただし、

特任部長及び特任課長の諸手当は、住居手当、通勤手当、特殊勤務手当及び管理職員

特別勤務手当とする。 

(3) 常勤特任職員の給与は、前２号に定めるもののほか、国立大学法人高知大学職員給

与規則（以下「職員給与規則」という。）（第１条、第４条、第 12 条から第 24 条まで、

第 26 条から第 27 条の２まで、第 30 条、第 32 条、第 37 条から第 44 条まで、第 48

条第４項及び第 49 条第４項は除く。）の規定を準用する。 

(4) 前号の規定にかかわらず、特任部長及び特任課長の給与については、第１号及び第

２号に定めるもののほか、職員給与規則（第１条、第４条、第 12条から第 27条の２

まで、第 30 条、第 31条の２から第 36条まで、第 38 条から第 44条まで、第 48 条

第４項及び第 49 条第４項は除く。）の規定を準用する。この場合において、職員給与

規則第 37 条第１項中「第 23 条第１項の規定に基づき管理職手当の支給を受ける職



員」とあるのは「特任部長及び特任課長」と、「別表第７－１に定める管理職員特別

勤務手当」とあるのは「別表第７－１に定める管理職員特別勤務手当（特任部長につ

いては２種の区分、特任課長については６種の区分とする。）」と、同条第２項及び第

３項中「管理職手当の支給を受ける職員」とあるのは「特任部長及び特任課長」と、

同条第２項中「別表第７－２に定める管理職員特別勤務手当」とあるのは「別表第７

－２に定める管理職員特別勤務手当（特任部長については２種の区分、特任課長につ

いては６種の区分とする。）」と読み替えるものとする。 

２ 常勤特任職員として雇用する者のうち、学長が特に必要と認めた場合は、前項の定め

によらず職員給与規則及び国立大学法人高知大学年俸制適用職員給与規則の定めに準

じた給与を支給することができる。その場合、特任研究員は助教、特任専門員は課長補

佐に係る規定を準用する。 

３ 特任職員就業規則第５条に規定する非常勤特任職員（以下「非常勤特任職員」という。）

の給与は、時間給及び諸手当とし、次の各号に定めるところによる。 

(1) 時間給は、当該職員を常勤特任職員として雇用した場合に受けることとなる本給

を基礎として算出した別表１－１から別表１－10 までに定める額の範囲内の額とす

る。 

(2) 諸手当は、通勤手当、特殊勤務手当のうち放射線取扱手当、夜間看護等手当、オン

コール手当、受託事業実施手当、分娩手当、麻酔手当、新生児担当手当、小児科病院

群輪番制手当、手術実施手当、専門看護師手当、専門薬剤師手当、手術部勤務手当、

特定医療費認定審査手当、医師キャリア支援手当、救急勤務医手当、新型コロナウイ

ルス感染症対応医療従事者手当、新型コロナワクチン接種業務従事手当、救急搬送手

当、面接指導実施手当、夜勤専従手当及び夜間救急手当、診療貢献手当、幼児教育・

看護業務等手当、超過勤務手当、休日給、夜勤手当並びに宿日直手当とする。ただし、

特任部長及び特任課長の諸手当は、通勤手当、特殊勤務手当のうち新型コロナワクチ

ン接種業務従事手当及び管理職員特別勤務手当とする。 

(3) 非常勤特任職員の給与は、前２号に定めるもののほか、国立大学法人高知大学非常

勤職員給与規則（以下「非常勤職員給与規則」という。）（第１条、第３条、第９条、

第 10条、第 13条の２から第 14 条まで及び第 20 条から第 21 条の４までは除く。）の

規定を準用する。 

(4) 前号の規定にかかわらず、特任部長及び特任課長の給与については、第１号及び第



２号に定めるもののほか、非常勤職員給与規則（第１条、第３条、第９条、第 10 条、

第 12条から第 15 条の 14 まで及び第 16 条から第 21条の４までは除く。）及び職員給

与規則第 37条の規定を準用する。この場合において、職員給与規則第 37条第１項中

「第 23 条第１項の規定に基づき管理職手当の支給を受ける職員」とあるのは「特任部

長及び特任課長」と、「別表第７－１に定める管理職員特別勤務手当」とあるのは「別

表第７－１に定める管理職員特別勤務手当（特任部長については２種の区分、特任課

長については６種の区分とする。）」と、同条第２項及び第３項中「管理職手当の支給

を受ける職員」とあるのは「特任部長及び特任課長」と、同条第２項中「別表第７－

２に定める管理職員特別勤務手当」とあるのは「別表第７－２に定める管理職員特別

勤務手当（特任部長については２種の区分、特任課長については６種の区分とする。）」

と読み替えるものとする。 

４ 本給の決定について第１項及び第３項によりがたい場合は、該当本給表の１号数の本

給（非常勤特任職員については時間給）に 12を乗じたものを 17.5 で除した額の範囲内

で決定することができる。 

（その他） 

第４条 この規則によりがたい場合は、その都度学長が定める。 

附 則 

この規則は、平成 20年６月２日から施行する。 

   附 則（平成 21 年３月 11 日規則第 117号） 

 この規則は、平成 21 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 22 年３月 31日規則第 122 号） 

 この規則は、平成 22 年４月１日から施行する。 

   附 則（平成 22 年９月 28 日規則第 33 号） 

 この規則は、平成 22 年 10 月１日から施行する。 

附 則（平成 23 年１月 26日規則第 59号） 

 この規則は、平成 23 年２月１日から施行する。 

附 則（平成 24 年１月 25日規則第 46号） 

 この規則は、平成 24 年１月 25 日から施行し、平成 24 年１月１日から適用する。 

附 則（平成 24 年４月 25日規則第８号） 

（施行日） 

第１条 この規則は、平成 24 年５月１日から施行し、手術実施手当及び手術部看護手当に



ついては平成 24 年４月１日から適用する。 

（常勤特任職員の本給月額等の減額支給等） 

第２条 この規則の施行日から平成 26年３月 31 日までの間（以下「特例期間」という。）、

常勤特任職員に対する次に掲げる給与の支給に当たっては、次の各号に掲げる給与の額

から、それぞれ当該各号に定める額に相当する額を減ずる。 

(1) 本給月額 特任職員給与規則第３条第１号に掲げる本給表の適用を受ける常勤特

任職員に対する本給月額の支給に当たっては、本給月額から、本給月額に、当該職員

に適用される次の表の左欄に掲げる職名の区分に応じそれぞれ同表の右欄に定める

割合（以下「支給減額率」という。）を乗じて得た額に相当する額 

職名 割合 

特任教授 100 分の 9.77 

特任准教授 100 分の 7.77 

特任講師 100 分の 7.77 

特任助教、特任研究員 100 分の 4.77 

特任専門員 100 分の 7.77 

特任専門職員 100 分の 7.77 

特任医療技術職員 100 分の 7.77 

特任看護職員 100 分の 7.77 

２ 特例期間においては、国立大学法人高知大学非常勤職員給与規則の一部を改正する規

則（平成 24 年規則第９号）附則第２条第２項の規定は、非常勤特任職員には適用しない

ものとする。 

（診療従事調整手当） 

第３条 特例期間においては、常勤特任職員に次の各号に掲げる給与を支給する時に、そ

れぞれ各号に定める額を診療従事調整手当として支給する。 

(1) 本給月額 当該職員に適用される次の表の左欄に掲げる職名の区分に応じそれぞ

れ同表の右欄に定める割合を乗じて得た額に相当する額。ただし、特任職員給与規則

第３条第２項を適用する常勤特任職員においては、改正職員給与規則附則第４条第１

項を適用するものとする。 

 

職名 割合 

特任教授（医学部附属病院に所属し、かつ、

診療に従事する職員に限る。） 

100 分の 9.77 

特任准教授（医学部附属病院に所属し、か

つ、診療に従事する職員に限る。） 

100 分の 7.77 

特任講師（医学部附属病院に所属し、かつ、 100 分の 7.77 



診療に従事する職員に限る。） 

特任助教（医学部附属病院及び医療学系医

学教育部門（家庭医療学講座）に所属し、か

つ、診療に従事する職員に限る。） 

100 分の 4.77 

特任医療技術職員（医学部附属病院に所属

し、かつ、医療に従事する職員に限る。） 

100 分の 7.77 

特任看護職員（医学部附属病院に所属し、か

つ、医療に従事する職員に限る。） 

100 分の 7.77 

 

(2) 超過勤務手当 職員給与規則第 33条に規定する「勤務 1時間当たりの給与額」を

「勤務１時間当たりの給与減額分」と読み替えて同条の規定により得た額。 

(3) 休日給 職員給与規則第 34 条に規定する「勤務 1 時間当たりの給与額」を「勤務

１時間当たりの給与減額分」と読み替えて同条の規定により得た額。 

(4) 夜勤手当 職員給与規則第 35 条に規定する「勤務 1 時間当たりの給与額」を「勤

務１時間当たりの給与減額分」と読み替えて同条の規定により得た額。 

２ 職員給与規則第 47 条の規定を適用する場合は、改正職員給与規則附則第２条第２項

は適用しない。 

３ 特例期間においては、国立大学法人高知大学非常勤職員給与規則の一部を改正する規

則（平成 24 年規則第９号）附則第３条の規定は、非常勤特任職員には適用しないものと

する。 

附 則（平成 25 年７月 25日規則第 31号） 

（施行日） 

第１条 この規則は、平成 25 年７月 25 日から施行する。 

（特例調整手当） 

第２条 平成 25 年度に限り、特例措置として、平成 25 年７月１日に在職する特任職員の

うち平成 24 年規則第８号第２条の規定の適用を受ける次に掲げる者以外の者に対し、

平成 25 年８月の給与の支給日に特例調整手当を支給する。 

(1) 平成 24年規則第８号第３条に定める診療従事調整手当を受けている職員 

(2) 休職者（国立大学法人高知大学職員就業規則第 13 条の規定により休職にされてい

る職員をいう。ただし、国立大学法人高知大学職員給与規則第 45条第１項から第５項

までの規定の適用を受けている休職者を除く。） 

(3) 停職者（国立大学法人高知大学職員就業規則第 65 条第３号の規定により停職にさ

れている職員をいう。） 



(4) 育児休業職員（国立大学法人高知大学育児休業等に関する規則第３条に規定する

育児休業の適用を受けている職員をいう。） 

(5) 介護休業職員（国立大学法人高知大学介護休業等に関する規則第４条に規定する

介護休業の適用を受けている職員をいう。） 

２ 特例調整手当の額は、次に掲げる平成 24 年規則第８号第２条第１項第１号に定める

当該職員に適用される支給減額率の区分に応じて、それぞれ次に掲げる額とする。 

(1) 100分の 4.77 である職員  30,000円 

(2) 100分の 7.77 である職員  20,000円 

(3) 100分の 9.77 である職員  15,000円 

附 則（平成 26 年９月 24日規則第 30号） 

この規則は、平成 26年 10月１日から施行する。 

附 則（平成 26 年 12 月 24日規則第 35 号） 

この規則は、平成 27 年１月１日から施行し、平成 26 年 12 月１日に在職する特任職員

に対し、平成 26 年４月１日から適用する。 

附 則（平成 27 年３月 25日規則第 115 号） 

 （施行日） 

第１条 この規則は、平成 27 年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

第２条 この規則の施行日から平成 30年３月 31 日までの間、施行日の前日から契約期間

が引き続いている特任職員で、その者の受ける本給月額が同日において受けていた本給

月額に達しないこととなるものには、その契約期間内に限り、本給月額のほか、その差

額に相当する額を本給として支給する。 

附 則（平成 27 年３月 25日規則第 151 号） 

この規則は、平成 27年４月１日から施行する。ただし、第３条第３項第２号に規定する

特定医療費認定審査手当については、平成 27年１月１日から適用する。 

附 則（平成 28 年２月 24日規則第 68号） 

この規則は、平成 28 年２月 24 日から施行し、平成 28 年２月１日に在職する特任職員

に対し、平成 27 年４月１日から適用する。 

附 則（平成 28 年３月 18日規則第 136 号） 

この規則は、平成 28年４月１日から施行する。 



附 則（平成 29 年１月 20日規則第 50号） 

この規則は、平成 29年１月 20 日から施行する。 

附 則（平成 29 年１月 20日規則第 52号） 

この規則は、平成 29 年１月 20 日から施行し、平成 29 年１月１日に在職する特任職員

に対し、平成 28 年４月１日から適用する。 

附 則（平成 30 年１月 18日規則第 37号） 

この規則は、平成 30 年１月 18 日から施行し、平成 30 年１月１日に在職する特任職員

に対し、平成 29 年４月１日から適用する。 

附 則（平成 30 年１月 18日規則第 39号） 

この規則は、平成 30年１月 18 日から施行し、平成 29 年４月１日から適用する。 

附 則（平成 31 年１月 16日規則第 56号） 

この規則は、平成 31 年１月 16 日から施行し、平成 31 年１月１日に在職する特任職員

に対し、平成 30 年４月１日から適用する。 

附 則（平成 31 年３月 19日規則第 88号） 

この規則は、平成 31年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年１月 27 日規則第 47 号） 

この規則は、令和２年２月１日から施行する。 

附 則（令和２年１月 27 日規則第 49 号） 

この規則は、令和２年１月 27 日から施行し、令和元年５月１日から適用する。 

附 則（令和３年１月 22 日規則第 21 号） 

この規則は、令和３年１月 22 日から施行し、令和２年９月１日から適用する。 

附 則（令和３年１月 22 日規則第 22 号）（改正 令和５年６月 29 日規則第 20 号） 

１ この規則は、令和３年１月 22日から施行し、令和２年４月１日（以下「適用日」とい

う。）から適用する。 

２ 新型コロナウイルス感染症対応医療従事者手当は、適用日から令和５年５月７日まで

の間の国立大学法人高知大学特殊勤務手当細則第 24条の 11に規定する作業に従事した

日について支給するものとする。 

附 則（令和３年３月 19 日規則第 57 号） 

この規則は、令和３年３月 19 日から施行する。 

附 則（令和３年３月 19 日規則第 62 号） 



この規則は、令和３年３月 19 日から施行し、令和２年 11 月１日から適用する。 

附 則（令和３年９月 21 日規則第 29 号） 

この規則は、令和３年９月 21 日から施行し、令和３年３月 22 日から適用する。 

附 則（令和４年３月 17 日規則第 83 号） 

この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年３月 24 日規則第 95 号） 

この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年６月 13 日規則第 19 号） 

この規則は、令和４年６月 13 日から施行し、令和４年４月１日から適用する。 

附 則（令和５年１月 31 日規則第 73 号） 

この規則は、令和５年１月 31 日から施行し、令和５年１月 31 日に在職する特任職員に

対し、令和４年４月１日から適用する。 

附 則（令和５年３月 24 日規則第 116号） 

この規則は、令和５年３月 24 日から施行する。 

附 則（令和６年１月 29 日規則第 47 号） 

この規則は、令和６年１月 29 日から施行し、令和６年１月１日に在職する特任職員に対

し、令和５年４月１日から適用する。 

  附 則（令和６年１月 30 日規則第 48号） 

この規則は、令和６年１月 30 日から施行する。 

附 則（令和６年３月 26 日規則第 81 号） 

この規則は、令和６年３月 26 日から施行し、令和６年２月１日から適用する。 

附 則（令和６年３月 26 日規則第 79 号） 

この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

附 則（令和６年９月 27 日規則第 39 号） 

この規則は、令和６年９月 27 日から施行する。 

附 則（令和６年 12月 13日規則第 46号） 

この規則は、令和６年 12 月 13 日から施行し、令和６年 12 月１日に在職する特任職員

に対し、令和６年４月１日から適用する。 



別表１－１  

特任教授本給表（特任職員就業規則第２条第３号に規定する特任シニアプロフェッサーを

除く。） 

号数 本給（円） 時間給（円） 経験年数（大学４卒以後） 

１ ６３５,０００ ３,６６３ １６年以下 

２ ６５１,０００ ３,７５５ １７～１８年 

３ ６６９,０００ ３,８５９ １９～２０年 

４ ６８７,０００ ３,９６３ ２１～２２年 

５ ７０６,０００ ４,０７３ ２３～２４年 

６ ７２３,０００ ４,１７１ ２５～２６年 

７ ７４１,０００ ４,２７５ ２７～２８年 

８ ７５５,０００ ４,３５５ ２９～３０年 

９ ７６７,０００ ４,４２５ ３１～３２年 

１０ ７７６,０００ ４,４７６ ３３～３４年 

１１ ７８３,０００ ４,５１７ ３５年以上 

１２ ８６９,０００ ５,０１３ 学長が認めた場合 

１３ ９７６,０００ ５,６３０ 学長が認めた場合 

１４ １,０５２,０００ ６,０６９ 学長が認めた場合 

１５ １,１３０,０００ ６,５１９ 学長が認めた場合 

１６ １,３３４,０００ ７,６９６ 学長が認めた場合 

備考 本給又は時間給は、学歴、業績、経歴及び予算等を勘案して、１号数から 11号数ま

での範囲内で決定する。ただし、学長が必要と認めた者については、12 号数から 16号

数までの範囲内で決定することができる。 

 

別表１－２ 

特任准教授本給表 

号数 本給（円） 
時間給

（円） 
経験年数（大学４卒以後） 

１ ５５２,０００ ３,１８４ ９年以下 

２ ５７４,０００ ３,３１１ １０～１１年 

３ ５９０,０００ ３,４０３ １２～１３年 

４ ６０２, ０００ ３, ４７３ １４～１５年 

５ ６１７,０００ ３,５５９ １６～１７年 

６ ６３０,０００ ３,６３４ １８～１９年 

７ ６４１,０００ ３,６９８ ２０～２１年 

８ ６５２,０００ ３,７６１ ２２～２３年 

９ ６６２,０００ ３,８１９ ２４～２５年 

１０ ６７２,０００ ３,８７６ ２６～２７年 

１１ ６７６,０００ ３,９００ ２８～２９年 

１２ ６７８,０００ ３,９１１ ３０年以上 

備考 本給又は時間給は、業績、経歴及び予算等を勘案して、本表の範囲内で決定する。 



別表１－３ 

特任講師本給表 

号数 本給（円） 
時間給

（円） 
経験年数（大学４卒以後） 

１ ４８５,０００ ２,７９８ ６年以下 

２ ５０６,０００ ２,９１９ ７～８年 

３ ５２５,０００ ３,０２８ ９～１０年 

４ ５４３,０００ ３,１３２ １１～１２年 

５ ５５７,０００ ３,２１３ １３～１４年 

６ ５７４,０００ ３,３１１ １５～１６年 

７ ５８８,０００ ３,３９２ １７～１８年 

８ ５９９,０００ ３,４５５ １９～２０年 

９ ６０９,０００ ３,５１３ ２１～２２年 

１０ ６１７,０００ ３,５５９ ２３～２４年 

１１ ６２１,０００ ３,５８２ ２５～２６年 

１２ ６２５,０００ ３,６０５ ２７～２８年 

１３ ６３０,０００ ３,６３４ ２９年以上 

備考 本給又は時間給は、業績、経歴及び予算等を勘案して、本表の範囲内で決定する。 

 

別表１－４ 

特任助教、特任研究員本給表 

号数 

特任助教、特任研究員（助教相当）  特任研究員（助手相当） 経験年数 

（大学４卒以

後） 
本給（円） 

時間給

（円） 
本給（円） 

時間給

（円） 

１ ４１８,０００ ２,４１１ ３８３,０００ ２,２０９ １年以下 

２ ４４１,０００ ２,５４４ ４０１,０００ ２,３１３ ２～３年 

３ ４６３,０００ ２,６７１ ４１４,０００ ２,３８８ ４～５年 

４ ４８７,０００ ２,８０９ ４２６,０００ ２,４５７ ６～７年 

５ ４９７,０００ ２,８６７ ４３２,０００ ２,４９２ ８～９年 

６ ５０５,０００ ２,９１３ ４３９,０００ ２,５３２ １０～１２年 

７ ５１２,０００ ２,９５３ ４４６,０００ ２,５７３ １３～１５年 

８ ５２２,０００ ３,０１１ ４５３,０００ ２,６１３ １６～１８年 

９ ５３２,０００ ３,０６９ ４６０,０００ ２,６５３ １９～２１年 

１０ ５３９,０００ ３,１０９ ― ― ２２～２４年 

１１ ５４８,０００ ３,１６１ ― ― ２５～２７年 

１２ ５５３,０００ ３,１９０ ― ― ２８～３０年 

１３ ５５８,０００ ３,２１９ ― ― ３１年以上 

備考 本給又は時間給は、学歴、業績、経歴及び予算等を勘案して、次の各号の範囲内で

決定する。 

(1) 特任研究員 １号数から９号数まで 

(2) 特任助教 １号数から 13 号数まで 



別表１－５ 

特任部長本給表 

号数 本給（円） 
時間給

（円） 

経験年数（高校卒以

後） 

１ ６４４,０００ ３,７１５ ２４年以下 

２ ６７２,０００ ３,８７６ ２５～２７年 

３ ６９８,０００ ４,０２６ ２８～３０年 

４ ７１８,０００ ４,１４２ ３１～３３年 

５ ７３２,０００ ４,２２３ ３４～３６年 

６ ７４０,０００ ４,２６９ ３７～３９年 

７ ７４５,０００ ４,２９８ ４０年以上 

備考 本給又は時間給は、学歴、業績、経歴及び予算等を勘案して、本表の範囲内で決定

する。 

   また、本給又は時間給に国立大学法人高知大学職員給与規則第 23 条に規定する管

理職手当相当額を含む。 

 

別表１－６ 

特任課長本給表 

号数 本給（円） 
時間給

（円） 
経験年 （高校卒以後） 

１ ５６２,０００ ３,２４２ ２０年以下 

２ ５９０,０００ ３,４０３ ２１～２３年 

３ ６１９,０００ ３,５７１ ２４～２６年 

４ ６４４,０００ ３,７１５ ２７～２９ 年 

５ ６５６,０００ ３,７８４ ３０～３２年 

６ ６６２,０００ ３,８１９ ３３～３５年 

７ ６６６,０００ ３,８４２ ３６～３８年 

８ ６６９,０００ ３,８５９ ３９年以上 

備考 本給又は時間給は、学歴、業績、経歴及び予算等を勘案して、本表の範囲内で決定

する。 

   また、本給又は時間給に国立大学法人高知大学職員給与規則第 23 条に規定する管

理職手当相当額を含む。 

 

 

 

 

 

 

 



別表１－７ 

特任専門員本給表 

号数 本給（円） 
時間給

（円） 
経験年数（高校卒以後） 

１ ４２８,０００ ２,４６９ １６年以下 

２ ４５３,０００ ２,６１３ １７～１９年 

３ ４８１,０００ ２,７７５ ２０～２２年 

４ ５０９,０００ ２,９３６ ２３～２５年 

５ ５３３,０００ ３,０７５ ２６～２８年 

６ ５４５,０００ ３,１４４ ２９～３１年 

７ ５５４,０００ ３,１９６ ３２～３４年 

８ ５６２,０００ ３,２４２ ３５～３７年 

９ ５６４,０００ ３,２５３ ３８年以上 

備考 本給又は時間給は、学歴、業績、経歴及び予算等を勘案して、本表の範囲内で決定

する。 

 

別表１－８ 

特任専門職員本給表 

号数 本給（円） 
時間給

（円） 
経験年数（高校卒以後） 

１ ３８７,０００ ２,２３２ １２年以下 

２ ４０６,０００ ２,３４２ １３～１５年 

３ ４２７,０００ ２,４６３ １６～１８年 

４ ４４８,０００ ２,５８４ １９～２１年 

５ ４７１,０００ ２,７１７ ２２～２４年 

６ ４８９,０００ ２,８２１ ２５～２７年 

７ ４９９,０００ ２,８７８ ２８～３０年 

８ ５０５,０００ ２,９１３ ３１～３３年 

９ ５１１,０００ ２,９４８ ３４～３６年 

１０ ５１５,０００ ２,９７１ ３７年以上 

備考 本給又は時間給は、学歴、業績、経歴及び予算等を勘案して、本表の範囲内で決定

する。 

 

 

 

 

 

 

 



別表１－９ 

特任医療技術職員本給表 

号数 本給（円） 時間給（円） 経験年数（大学４卒以後） 

１ ３３９,０００ １,９５５ １年未満 

２ ３６０,０００ ２,０７６ １～３年 

３ ３７７,０００ ２,１７５ ４～６年 

４ ３９２,０００ ２,２６１ ７～９年 

５ ４０５,０００ ２,３３６ １０～１２年 

６ ４３６,０００ ２,５１５ １３～１５年 

７ ４７０,０００ ２,７１１ １６～１８年 

８ ４９７,０００ ２,８６７ １９～２１年 

９ ５０８,０００ ２,９３０ ２２～２４年 

１０ ５５５,０００ ３,２０１ ２５～２７年 

１１ ５９１,０００ ３,４０９ ２８～３０年 

１２ ５９７,０００ ３,４４４ ３１～３３年 

１３ ５９８,０００ ３,４５０ ３４年以上 

１４ ６２０,０００ ３,５７６ 学長が認めた場合 

１５ ６４３,０００ ３,７０９ 学長が認めた場合 

１６ ６７０,０００ ３,８６５ 学長が認めた場合 

１７ ６９７,０００ ４,０２１ 学長が認めた場合 

１８ ７２４,０００ ４,１７６ 学長が認めた場合 

備考 本給又は時間給は、学歴、業績、経歴及び予算等を勘案して、１号数から 13号数ま

での範囲内で決定する。ただし、学長が必要と認めた者については、14 号数から 18号

数までの範囲内で決定することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表１－10 

特任看護職員本給表 

号数 本給（円） 時間給（円） 経験年数（大学４卒以後） 

１ ３６３,０００ ２,０９４ １年未満 

２ ３８７,０００ ２,２３２ １～３年 

３ ４１４,０００ ２,３８８ ４～６年 

４ ４２３,０００ ２,４４０ ７～９年 

５ ４３７,０００ ２,５２１ １０～１２年 

６ ４７４,０００ ２,７３４ １３～１５年 

７ ５０２,０００ ２,８９６ １６～１８年 

８ ５２２,０００ ３,０１１ １９～２１年 

９ ５５６,０００ ３,２０７ ２２～２４年 

１０ ６０４,０００ ３,４８４ ２５～２７年 

１１ ６２６,０００ ３,６１１ ２８～３０年 

１２ ６３６,０００ ３,６６９ ３１～３３年 

１３ ６４４,０００ ３,７１５ ３４年以上 

１４ ６６８,０００ ３,８５３ 学長が認めた場合 

１５ ６９３,０００ ３,９９８ 学長が認めた場合 

１６ ７２３,０００ ４,１７１ 学長が認めた場合 

１７ ７５３,０００ ４,３４４ 学長が認めた場合 

１８ ７８３,０００ ４,５１７ 学長が認めた場合 

備考 本給又は時間給は、学歴、業績、経歴及び予算等を勘案して、１号数から 13号数ま

での範囲内で決定する。ただし、学長が必要と認めた者については、14 号数から 18号

数までの範囲内で決定することができる。 

 

別表１－11 

特任教授本給表（特任職員就業規則第２条第３号に規定する特任シニアプロフェッサーに

限る。） 

号数 本給（円） 授業時間数等 

１ １２５,０００ 1）１５０～２３９時間。別途学位論文の指導を担当 

2）３００～３８９時間 

２ １６２,５００ 1）２４０～３２９時間。別途学位論文の指導を担当 

2）３９０～４７９時間 

３ ２００,０００ 1）３３０時間以上。別途学位論文の指導を担当 

2）４８０時間以上 

備考 １の年度に担当する授業時間数及び学位論文の指導担当の有無に応じて、１号数か

ら３号数までの範囲内で決定する。 

   契約期間中に授業時間数等の増減が生じる場合は、雇用契約を変更する。 

 

 

  



別表１－12 

特任研究員（日本学術振興会特別研究員－ＰＤ）、特任研究員（日本学術振興会特別研究員

－ＲＰＤ）及び特任研究員（日本学術振興会特別研究員－ＣＰＤ）本給表 

職名 本給（円） 

特任研究員（日本学術振興会特別研究員－ＰＤ） ３６２，０００ 

特任研究員（日本学術振興会特別研究員－ＲＰＤ） ３６２，０００ 

特任研究員（日本学術振興会特別研究員－ＣＰＤ） ４４６，０００ 

 


